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　　編蝿輪行人

吉軍里富

昭

和
占大

町根
．

一十

八

年
度

事

一あ
り
琴
・
町
響
警
し
客
す
る

　
本
年
度
の
当
初
予
算
は
、
歳
入
畿
出

四
七
、
ニ
ニ
一
、
一
七
〇
円
と
去
る
三

月

三
十
日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
決
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
（
以
下
少
し
く

モ
の
内
容
を
貌
明
し
、
町
民
皆
磯
の
御

理
解
と
御
協
力
を
御
願
い
致
し
泡
い
と

存
じ
ま
す
。

　
申
す
ま
で
も
な
ぐ
事
業
計
画
を
遽
行

　
　
　
　
の

し
、
町
政
を
運
営
す
る
は
人
で
あ
り
ま

す
o
人
の
索
質
が
欠
け
て
い
る
店
ら
ば

如
何
に
よ
い
計
画
が
樹
立
さ
れ
、
萬
会

が
こ
れ
に
協
蟹
を
与
え
て
も
担
境
モ
れ

は
机
上
の
画
餅
に
継
る
こ
と
は
必
然
で

第
一
線
の
人
は
即
ち
助
役
以
下
の
役
場

職
員
で
あ
る
と

思
考
致
し
ます
。

　
か
ね
て
私
は

（
私
自
身
筒
自
己
批
判

が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が

）
職
員
の
素
質
向
上
、
研
究
と
言
う
問

題
を
瞳
く
考
ヌ
て
居
り
ま
し
た
の
で
、

特
に
今
年
は
こ
の
問
題
を
第
一
に
と
り

あ
げ
法
し
た
σ
即
ち
前
述
の
町
政
を
運

営
し
得
る
職
員
を
得
ん
が
た
め
で
あ
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
。

　
私
達
は
町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
レ
て

恥
し

い
点
は
な
い
か
、
能
率
向
上
の
点

に
も
つ
と
研
究
の
余
地
は
な
い
か
等
を

常
に
反
省
し
つ
＼
自
ら
を
練
麿
し
以
つ

て
町
政
発
展
の
推
遊
力
た
る
べ
く
努
力

せ
ね
ば
悲
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
た
め
職

員
の
研
修
を
犬
き
く
取
上
げ
ま
し
た
。

業
助

役

計
坂

　
堀
二
は
健
全
財
政
の
確
立
で
あ
り
ま

す
o
多
く
の
事
業
を
行
う
に
は
勢
い
運

大
な
賢
金
を
要
す
る
こ
と
は
必
然
で
〔

D
ま
す
。
仕
事
を
な
す
こ
と
は
町
民
へ

の
奉
仕
で
あ
D
、
た
し
か
に
訂
驚
栄
の

基
で
あ
U
ま
す
o
然
し
モ
の
た
め
に
赤

字
財
欧
に
な
る
こ
と
は
慣
し
ま
ね
ば
な

ら
ず
、
飽
迄
も
健
全
財
政
の
聯
立
を
期

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
．
モ
の
た
め
に
は

L
財
源
の
確
保

粗
税
収
入
特

　
に
町
税
の
公
正
な
る
賦
課

之

事
務
雑
費
の
節
滅

人
員
整
理

弘

基
本
財
産
の
造
成
管
理

　
特
に
町
有
林
の
育
成
管
理
で
あ
る
と

　
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
歳
入
予
録
は
税
収
入
額
が

　
　
　
や

一
、

二
昌
二
万
円
、
奈
衝
交
付
金
一
、

二
M
0
万
円
、
財
塵
牧
入
l
千
万
円
、

国
庫
交
出
金
五
四
一
万
円
、
町
債
六
一

O
方
円
、
そ
の
他
二
二
〇
万
円
と
な
つ

て
居
り
ま
す
。
然
も
国
庫
交
出
金
は
士

木
、
災
害
復
旧
費
、
申
学
稜
建
築
費
、

小
学
稜
改
修
費
等
で
あ
り
、
町
債
は
築

港
負
担
金
、
土
木
災
害
復
旧
費
、
小
学

稜
改
修
費
等
で
あ
り
、
財
頑
費
も
高
等

学
稜
建
設
費
、
申
学
稜
建
築
費
に
大
部

分
は
充
当
さ
れ
、
夫
々
そ
の
使
用
目
的

が
決
足
レ

て
お
り
、
一
般
符
政
費
は
勢

い
税
収
入
と
軍
衝
交
伺
金
に
ょ
つ
て
賄

兀

画
／

左

武

郎

わ
ね
ロ
竺
．
・
」
t
l
い
己
こ
念
U
ま
し
て
、

9一

攻
人
が
礪
l
　
，
・
；
《
け
れ
ぱ
経
済
政

策
も

士
木
右
童
も
む
碧
詰
り
を
生
ず
る

の
で
あ
り
ま
†
．
賠
収
入
の
内
に
は
絢

二
三
〇
万
円
に
の
ぼ
る
淵
納
就
が
繰
越

分
と
し

て
計
上
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、

か
A
る
洞
妬
を
一
掃
し
簡
牧
を
完
全
に

確
保
ず
る
に
は
、
納
穐
者
が
納
得
す
る

公
準
含
賦
課
字
す
る
と
共
に
、
よ
く
理

解
し
k
自
ち
納
付
す
る
義
務
途
行
感
に

生
含
て
も
ら

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
と
思

つ
て
居
り
ま
す
o

　
事
務
雑
費
の
剛
滅
の
問
題
は
研
究
課

題
と
し
て
今
後
に
残
さ
れ
工
問
題
で
あ

り
ま
す
o

　
基
本
財
咀
の
造
成
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
本
町
の
財
政
が
多
く
の
先
輩
が
着

眼
し

た
樋
林
が
あ
つ
た
れ
ぱ
p
t
）
モ
健
垂

で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
じ
て
、
立
木
の

管
理
に
つ
い
て
は
徹
底
し
た
管
理
を
行

わ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
り
ま
す
o

　
事
業
に
っ
い
て
は
士
木
と
経
済
に
竃

点
を
置
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先
づ
土

木
函
係
に
つ
い
て
は

L
竿
下
石
線
の
改
修
完
了

乳
厚
ケ
瀬
の
改
修

ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

己
久
持
線
の
改
修

曳
災
害
復
旧

工
事

吻
早
期

　
完
成
で
あ
り
ま
す

　
町
道
の
内
㊤
下
u
口
　
e
，
唱
M
’

久
持
線
は
幹
線
“
J
ト
“
S
　
）
V
’
竺
0

被
の
早
璃改
修
完
式
ヱ
ベ
，
．
　
，
i
Y
．
S
町

の
経
済
は
脆
碑
眠
悟
’
」
旭
払
，
る
こ
と

は
必
然
で
あ
り
、
口
」
■
・
．
主
義
を
探

用
し
て
自
動
■
■
田
緬
邑
を
期
し
て
居

り
ま
す
o
こ
れ
ら
・
」
蕃
費
に
三
臼
九

十
万
円
を
針
上
ン
て
栖
ち
ま
す
。

災
書
復
旧
ヱ
事
に
つ
い
て
は
差
当
り

縣
の
指
定
し
た
分
だ
b
を
討
上
し
て
居

り
ま
す
が
、
皐
■
ロ
ー
8
に
努
力
す
る
予

定
で
あ
り
M
す
．

　
樹
大
根
占
港
に
つ
い
て
は
本
年
度
は

千
七
百
万
阿
で
も
つ
て
七
〇
光
の
防
波

提
の
構
筆
と
し
ゆ
ん
せ
つ
を
実
施
ず
る

こ
と

に
な
っ
て
お
D
ま
す
が
、
こ
れ
で

九
分
通
り
完
成
す
る
こ
と
に
な
O
ま
す

こ
れ
に
対
す
る
本
町
の
負
担
金
は
茄

四

二
万
円
の
多
額
に
ユ
つ
て
お
り
ま
ず
。

　
謬
業
政
策
に
つ
含
ま
し
て
は
、
書
韓

振
興
五
ケ
年
訓
画
の
進
行
に
傑
い
圃
業

政
策
は
効
果
を
挙
げ
つ
／
あ
る
現
獣
で

あ
る
が
、
田
に
幽
巣
諸
團
体
と
“
過
け
い

し
つ
S
然
も
團
体
間
の
統
習
調
整
を
酎

り
つ
1
次
の
点
を
窟
点
的
に
行
う
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
第
一
は
経
済
自
立
化
運
動
の
強
刀
は

る
推
蓮
ξ
あ
り
t
h
す
o
　
1
口
に
径
済
自

立
化
蓮
動
と
申
し
ま
し
て
も
非
常
に
莫

然
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
願
は
本
年
度

　
（
D
共
販
体
制
の
確
立

（
二
）
小
組
合
畏
の
指
導
訓
練

を
目

隈
に
し
て
居
り
ま
す
が
、
町
と
致

し
ま
し
て
は
願
の
方
針
に
従
い
つ
！
も

昨
年
度
の
方
針
を
踏
襲
し

；

部
落
縄
織
の
再
編
強
化

乳
資
金
の
蓄
積
、
生
活
の

　
　
合
理
化
改
善

あ
農
業
簿
記
の
記
載
励
行

1

（1）

町
長
の

病
勢
快
方
に
向
う

　
四
月
二
日
世
話
人
を
通
じ
て
御
報
せ

致
し
ま
し
た
よ
う

に
、
去
る
一
月
二
十

九
ヨ
、
道
路
、
池
田
畑
地
潅
慨
、
林
道

海
岸
堤
防
、
級
地
引
上
げ
等
の
諸
麗
要

什
務
を
梢
ぴ
て
上
京
中
で
あ
ら
れ
た
町

長
が
、
不
率
に
し
て
在
京
申
鍵
病
さ
れ

珊
來
今
日

ま
で
東
京
鱒
一
国
廿
病
院
に

入
院
加
擬
中
で
あ
ら
れ
ま
す
が
、
四
月

一
日

貫
態
の
電
報
三
通
を
受
け
、
急
癌

躍
会
協
議
会
を
開
蓉
、
代
表
と
し
て
諏

訪
原
副
謡
畏
、
矢
野
賠
会
事
務
局
長
の

両
氏
が
上
泉
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
当

夜
早
速
出
発
さ
れ
た
の
で
あ
D
ま
す
。

　
四
月
十
一
日
両
氏
共
無
事
帰
町
さ
れ

次
の
通
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紙

上
を
も
つ
で
御
報
せ
致
し
ま
す
。

穏
病
当
初
は
黄
疽
と
肺
炎
が
原
因
で

あ
つ
た
が
、
そ
の
後
脇
障
審
と
持
病

の
ヂ
が
併
発
レ
三
月
下
旬
に
至
り
、

一
時
は
心
配
レ
た
と
の
話
で
あ
つ
た

が
自
分
蓮
が
着
い
た
翌
日

頃
よ
り
漸

次
快
方
の
兆
候
が
現
わ
れ
、
食
慾
も

度
を
重
ね
て
深
ま
り
血
色
も
大
分
着

い
て

ぎ
た
。

在
京
一
週
間
を
医
務
塞
で
、
看
護
と

牢
癒
新
念
の
日
夜
に
渦
し
た
が
『
も

を
a
n
a
s
N
u
t
し
n
t
し
　
・
　
I

　
部
落
組
織
に
つ
ぎ
ヨ
．
’
は
、
モ
の

名
称
は
振
興
小
組
合
で
．
ム
エ
廊
己
も

よ

口
の
で
あ
つ
て
、
部
駕
工
長
己
S
に

麗
事
研
究
会
あ
り
、
冑
年
冨
　
し
、
培

人
会
あ
り
、
何
委
員
会
あ
り
／
宮
う
嶋

に
モ
の
部
落
に
即
応
し

ん
踊
成
を
な
じ

初
期
の
目

的
を
m
e
し
；
1
〉
と
田
う
て
培

り
ま
す
。
　
（
私
は
出
豚
、
る
な
ら
ば
二
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

禦
｛
蹴
讐
曜
藷

　
長
金
の
蓄
磧
に
つ
口
で
拡
、
そ
の
ー

要
性
を
知
D
つ
　
l
こ
れ
が
実
行
さ
れ

い
た
い
現
扶
で
泡
り
、
昨
年
の
間
家
購

買
ひ
態
を
み
る
と
民
彊
刀
に
こ
れ
を
と

り
あ
げ
る
必
要
が
め
る
よ
う
U
t
s
己

籠
彊
誹
品
醗
ぽ
遁

噺
‖
に
つ
ゆ
董
各
力
面
よ

モ
の
記
載
励
行
に
つ
ゼ
て
要
寵
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

い
る
二
と
て
あ
り
、
毎
日
の
敗
又
喉

況
愚
け
で
も
記
載
し
て
激
き
・
．
↑
い

つ
て
罵
り
ぎ
す
。

L
：

嘉＝，で
数の竈闇彊fを交ヌて今後の

縞鴎業振興という点から、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

田て非常に有意義であつた．

◎宿利原製茶工場落成‘

　式　　　　　　　　1

4月下旬挙丹の予定　　　！
池田製苓工場に≡欠いで才原鼻

に設姪され」こ司丁由も愈々

落成の謎弓・ご至つ㌻●

◎哺人，脚曝tw

硫月1aより16→

箋鵬二墓熟鴛篭i

ニエ≡ニニ占漱実1

一㌔る。　　　1
・一⌒ごθ曜町婦人会行
16予亘．毛の他の圭要審埴
es　o、4後よりtai　！SIJsstt

創麟主事のSWNSiが■鍾
1宮ぎしる。　　　　　　　　　　1

◎公明選拳撞皇幽

纐さ6　　1
9N■榔局ttrt《明る
」●》ぽい●）、
子フ虻め、罰・rs｛！ME
田、？TA、ぽ胃笥■亀、

1■入会sm曙uefteよ
已㌫月11日，
・皇・☆☆☆☆☆☆☆弓

1☆5☆璽☆慕§

　　　　　　　　　　　5

G
に
向
つ
て
今
年
も
地
数
委
と
’
絡
を

密
に
し
て
努
力
す
る
予
足
で
あ
り
ま
す

　
そ
の
他
本
年
度
と
り
あ
げ
て
い
る
問

　
は

、

廣
報
舌
動
O
藁
　
　
　
、

　的
制
二
十
鳴
年
妃
怠
式
●
挙
行

曇
病
予
堕
頭
　
　
」
r

二
茨
輪
還
者
、
販
浸
温
家
族
の
援
髄

辱
で
あ
り
達
す
。
　
＼
＾
～
も

　
麗
報
活
鋤
に
つ
い
て
は
町
政
の
乞
り

方
を
町
堅
各
位
に
よ
く

納
得
し
て
鯉
M

円
渦
倉
る
町
政
を
行
う
九
め
に
必
要
で

　　　　　　　　　　　
卓

E
二
は
授纏
導
の
改
m
a
化
倉

羅
議
欝
嶽

を
行
う
予
短
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
一

鐘
鱗
灘
鱗

を
行
う
）
に
圭
要
点
凌
置
吉
、
池
阻
、

宿
利
原
両
茶
江
募
台
理
的
遡
貰
よ

講
羅
欝
難

　
　
　
　
ヨ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

定
で
あ
．
り
ま
ず
。
　
　
　
　
　
　
匂
－

　
載
育
陶
係
に
つ
い
で
は
、
大
褒
高

等
学
稜
の
縣
立
移
管
と
言
う

絡
局
の
目

う

大
丈
夫
だ
ろ
う
』
と
安
心
し
た
。

現
在
の
病
勢
で
は
多
分
今
月
（
四
月

）
の
末
頃
は
帰
ら
れ
る
こ
と

が
出
來

る
だ
ろ
う
』
と
思
う
。

最
後
に
町
罠
各
位
に
非
常
な
御
心
配

と
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
衷
心

相
済
ま
な
い
と
思
つ
て
い
る
o

畏
e
s
　
t
2
亘
り
常
に
御
配
慮
と
御
激
励

の
意
を
賜
り
、
全
く
感
謝
感
激
に
堪

ヌ

な
い
。
還
く
思
い
を
大
根
占
に
馳

　
せ
、
焦
操
と
煩
悶
に
枕
を
ぬ
ら
レ
い

　
て
も

如
何
せ
ん
病
に
は
勝
て
な
い
。

　
然
し
乍
ら
鏡
意
快
癒
に
努
力
し
一
日

　
で
も
皐
く

嬬
町
し
て
皆
様
の
御
同
情

　
と

御
期
待
に
副
い
た
い
。
帰
町
さ
れ
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／
～
、
　
．
F
・
　
－

　
こ
の
貧
乏
国
日
本
で
毎
年
二
三
〇
万

人
ほ
ど

赤
ん
坊
が
生
れ
、
死
ぬ
万
は
鏑

核
そ
の
他
何
も
か
勒
合
せ
て
九
〇
万
人

位
、
差
引
吉
一
四
〇
万
つ
つ
ふ
K
て
行

く
蒙
は
正
に
批
観
で
ず
。
毎
年
京
秘
市

と
仙
台
市
と
が
新
レ
く

ふ
K
て
行
く
勘

チ
、
生
活
蛍
縛
ヨ
ヨ
叱
体
験
発
表
会

　

の
開
催

リ
、
年
末
年
始
の
生
舌
藁
ピ
尋
策

ヌ
、
廟
理
講
留
の
開
催
ー
鋳
人
、
考

　

軍

（女
）
挙
級

4
、
膚
烏
吟
■

　声
翼
呂
高
控
民
輪
畑
鰻
を
公
民
館
報

に
記
載

二
、
民
主
團
体
の
育
浅
補

　
導
1
、
隔
月
、
民
圭
團
体
蓮
絡
協
羅
会
の

覆
3
、
胃
年
嬬
人
指
導
者
研
修
会
の
開
催

　
町
＝
稜
区
、
部
落
役
員
全
員

胃
凪
良
区
角
会
賃
＆
頁

3
、
距
弩
胃
年
■
、
局
人
蜜
め
緬
定
袖

導
（
梗
区
各
一
）

4
、
青
年
嬬
人
学
級
の
開
躍
、
充
実

．
5
、
，
民
圭
團
体
優
良
町
村
覗
察

6
、
民
圭
團
体
運
営
研
究
発
表
大
会
の

　
開
催

定
s
J
す
O
T
1
十
秒
に
一
人
つ
つ
ふ
ヌ
ろ
・

と

e
い
ま
す
か
ら
、
T
つ
あ
く
び
を
し

た
ら
’
も
う
日
本
国
民
は
一
人
ふ
ヌ
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ

は
一
体
正
気
の
沙
汰

で
し
よ
う

か
。
実
は
　
～
N
j

毎
年
圏

三
、
四
十
万
人
は
死
ん
で
い
た
　
れ
ぱ
意
識
し
て
作
爲
を
や
っ
て
い
る

の
で
す
が
■
後
の
医
学
、
こ
と
に
公
衆
　
の
で
す
。

衛
生
の
進
歩
の
お
か
げ
で
、
臼
本
衛
庄
　
　
昭
和
三
十
玉
年
に
は
l
憶
に
な
っ

史
上
・
ま
れ
に
み
R
死
亡
の
激
減
で
、
’
で
い
る
で
し
よ
う
。
モ
の
一
億
は
四

百
万
人
を
割
つ
て
し
p
t
つ
た
の
で
、
差
つ
の
島
の
申
で
2
透
い
て
、
少
し

引
苦
一
そ
う
人
間
が
ふ
ヌ
る
と
い
う
痛
　
で
も
ら
く
に
は
ろ
う
と
し
て
、
犯
彌

し
痒
し
と
な
D
ま
レ
池
。
こ
れ
だ
け
の
　
や
肚
会
不
安
は
ま
す
竃
す
激
化
す
る

人
間
を
養
う
た
め
に
は
・
国
民
の
生
活
　
で
し
よ
う
。
乙
ん
な
に
ふ
ヌ
る
の
は

g
m
u
M
M
・
r
v
－
v
V
V
Y
V
く
ノ

7
、
冑
年
塵
緊
振
興
発
表
大
会
の
開
催

8
、
部
落
青
年
囚
、
婦
人
会
め
ぐ
り
－

座
談
会

は
も
つ
と
苦
し
く
な
る
で
あ
り
ま
し

よ
う
o
昆
屋
ぐ
ら
し
を
し
て
い
て
子

供
を
つ
ぎ
つ
き
生
ん
で
は
，
　
a
t
l
と

に
生
摺
が
つ
誇

つ
て
行
く
の
は
当
然

合援
国
民
生
培
が
少
し
で
も
業
に
な

つ
て
行
く
見
遜
し
は
立
泡
な
い
の
で

↑
「
も
し
そ
う
レ
た
樂
観
的
見
透
し
、

を
旨
う
人
が
あ
つ
た
ら
、
そ
れ
は
無

肺
経
か
少
々
尾
り
な
い
か
、
で
な
け

二

］

　
　
ア
ー
、
’
ゐ
’
畢

コ
、
斑
年
ユ
∵
，

3
、
本
釦
U
．
．
：

　
　
＿

、

婦
ム嘉
、

の警
．
、

　
4
、
展
示
費
●
C
ε
富
e
“
、

五
、
部
落
公
民
館
の
指
導

育
成

1
、
6
民
ば
‘
綬
鷺
括
曙
公
琉
■
と
し

　
ノ
ニ
ぽ
せ
　
エ
ぴ
ひ
　
エ
ふ
エ
こ

六
、
賓
．
　
う

ー
、
霧
子
ラ
ジ
オ
の
普
及

イ
、
設
置
緩
墓
員
会
の
結
成

　
n
、
公
営
化
対
策

ハ
、

褻
町
村
の
縮
猿

　
エ
、
釘
民
与
諦
の
換
超

・
て
、
各
顧
盲
公
署
、
圏

　
学
校

こ
ご
連
繕
曳
翼

1
、
通
絡
協
詞
会
の
闘
催

2
、
各
行
扇
の
合
理
的
推
海

薯
喜
言
ム

萬
制
化
対
策

．

、

れ
重
態
の
充
砂
’

4
、
稜
区
F
i
：
　
e
i
　
m
r
a
　
－
、
金
と
O
協

5
、
適
し
吉
蹄
晒
の
選
定

e
、
町
内
灘
師
遇
絡
の
ス
ム
ー
ズ

7
、
胃
年
、
鰭
人
学
級
、
生
徒
婁

　
f
i
u
r
（
i
　
：
－
ユ
ラ
ム
案
締
κ

四
、
公
に
如
三
品
設
の
．

本
　
館

　
1
、
改
茸
案
の
早
慧
せ
る
実
現
但

　
2
、
■
汀
‘
．
遁
一
千
当
百
言

　

3
、
放
こ
旛
設
の
完
備

　
4
、
モ
の
他
庄
民
の
必
要
且
好

　
　
ぶ
漏
品
の
備
え
付
け
、
描
設

　
　
実

稜
区
分
館

　
1
、
分
館
所
在
の
明
確
化

　
2
、
登
雨
備
品
の
確
立
、
臼
夢
一

　
3
、
1
i
l
．
野
二
吟
舟
墾
［
管
開
放 納

税
のa
で
t
l
く
、
－
．
で
仁
但
の
す
ベ

ヰ
の
庄
酋
に
験
い
て
、
そ
L
直
う
●
を

　
　
活
藍
鼎
ず
全
め
に
二
’
■
p
．
’
、

　
と
心
Φ
口
な
曹
働
上
に
立
腕
し
だ
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
是

蓮
繕
的
構
心
の
堤
り
が
な
け
れ

て
婁
現
す
る
こ
と
は
不
司
能
と

す
e

j
、

モ
○
埠
る
一
ま
に
電
求
を
馬

書
口
だ
ゴ
　
～
　
廟
せ
ず
し
♂
J

“

納
税
完
納
は
先
づ
組
織
力
ら
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
納
税
組
合
を

つ
く
り
ま
し
よ
う

り
力
を
強
く
し
て
行
く
と
こ
ろ
に
翼
．
〕

組
織
力
の
偉
大
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す

別
表
に
1
1
十
七
年
度
二
月
末
の
町
税
納

入
成
コ
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
成
績
の
良

　

、
い
部
落
は
、
一
蘭
を
譲
。
・
て
欲
ど
納
鴨

貯
蓄
組
合
の
岨
霞
が
あ
る
と
v
］
ろ
Y
J
あ

り
ま
す
o

町
内
各
部
落
こ
の
組
合
が
結
成
さ
れ
、

膿
獄
如
纏
陵
露
鶉
潔
バ

1
秒
に
一
人
ず
つ
ふ
え
る
？

　
　
t
V
s
r
w
．
－
v
x
、
e
w

た
だ
多
子
家
族
の
せ
い
で
す
。
目
本
の

夫
槍
は
、
卒
均
一
夫
婦
当
り
臼
、

の
苦
見
数
で
す
が
、
1
0
夫
婦
の
う
卦

四
夫
嬬
が
六
人
以
上
子
ど
も
を
議
む
勘

定
で
す
。
g
e
し
1
1
1
人
な
越
す
．
｝
　
　
°

部
1
1
1
人
ま
で
に
子
ど
も
を
止
め
る
び
ら

ば
、
幽
生
膨
は
字
句
に
な
る
と
い
い
貢
．

す
か
ら
、
出
．
M
l
1
0
万
、
死
，
．
、
一

万
、
麓
馴
吉
こ
○
万
入
位
の
塘
加
に
P
4
1

　
　
　
　
　
　
ど
ま
る
か
も

E
鷺

　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
。
ま
あ
，
　
一

　
　
　
　
　
　
題
は
慰
｛
族
や
国
家
産

応
の
大
問
題
で
す
が
、
品
打
の

の
有讐
婁
す
と
、
s
e
人
の
．
や
．

農
を
と
呈
げ
て
も
、
涙
馨
ぎ

で

は
、
快
し
毒
享
が
議
ぜ
議

な
い
こ
と
が
は
喜
り
し
ま
窒
．
蔑

う
の
は
日

本
の
貧

乏
と
困
窮
曇

し
わ
よ
せ
ぜ
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
亨
、
，

n
v
＞
．
V
X
　
．
N

二

十
八
年
二
月
末
現
在
納
入
成
績
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嚢
匂
す
o

　
其
Φ
穫
植
付
当
年
の
木
払
が
一
日
宛
二

　度
、
後
は
年
に
一
日
か
、
二
年
に
一
日

「口X謝
で
、
＋
年
も
す
れ
ば
木
払
も
入

亮
蚤
産
ん
。
こ
う
し
て
一
反
歩
の
覇
杯

　
嚇
W
働
斑
た
ら
四
、
五
＋
年
後
に
は
二
、

　
ヨ劣
円
の
責
矩
が
出
笑
ま
す
。
伺
と

．

一

　
　

，

x

1

（4）号3開’tl報町占根大㊨

昭和28年4月10日

｝

．

→

亀

造
林
の
家
の
墓
荒
れ
ず

何
の
生
魔
顕
巣
で
も
割
の
悪
い
こ
と
に

た
る
と
い
く
ら
笛
を
吹
い
て
も
皆
が
踊

ら
な
い
が
、
副
が
よ
く
な
る
と
す
る
な

と
本
つ
て
も
や
る
。
生
商
㊤
業
の
壁
励

は
金
を
取
ら

せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
点

は
爲
政
者
連
が
大
い
に
考
ヌ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と

だ
4
思
い
ま
す
。
現
に
木
材

が
高
く
な
つ
た
処
驚
く
ば
か
り
に
造
林

熱
が
高
ま
り
、
新

碧
繁
る
・
、
竺

山
の
手
入
は
皆
立

汲
に
や
る
よ
う

に
カ
り
、
誠
に
喜
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
然
レ
手
入
と
云

つ
て
も
木
下
払
を
締
麗
に
す
る
丈
が
能

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閲
伐
や
枝
打
な
ど

技
術
的
な
研
究
も
必
要
で
あ
れ
ぱ
、
又

新
植
と
云
う
て
も
何
で
も
檀
ズ
さ
え
す

れ
ぱ
よ

y
の
で
は
駄
目

で
す
O
山
林
は

茄
十
年
先
に
金
に
な
り
ま
す
。
而
も
一

森
林
組
合
長

山

旦
値
ヌ

付
け
れ
ぱ
容
易
に
樹
種
を
変
更

し
た
D
、
改
造
し
た
り
す
る
こ
と
は
困

難
な
も
の
で
す
。
藪
に
研
究
考
慮
の
必

要
が
出
て
來
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
で

迷
つ
て
居
ら
れ
る
方
は
組
台
に
來
て
下

さ
い
。
出
來
る
丈
け
御
相
鹸
に
応
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ら
れ
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叫
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概
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摺
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叱
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す
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貫
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縄
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憾
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